
身近な場所で熱帯の自然に触れる「感動体験」を提供 

夢の島公園・夢の島熱帯植物館 事業計画書 概要版  （指定管理者：アメニス夢の島グループ）  

●東京の観光拠点として、東京の魅力を発信 

・世界自然遺産・小笠原の植物の常設展示 
・東京や日本をテーマとした企画展示の開催 
・体験しながら学べるイベントの充実 
 
●地域の施設として、熱帯植物を普及啓発 

・学校団体の利用に特化した情報発信・提供 
・出張授業、アウトリーチ活動の充実 
 
 

（２）熱帯植物を学ぶ場 

 
●民間企業等との連携による地域活性化推進 

・江東区社会貢献ネットワーク「こらぼら」 
 清掃活動、生物多様性保全、住民コミュニティ強化 

・新木場連絡会 
 新木場駅を中心とした広報連携の継続推進 

・夢の島公園協議会 
 事業者連携による利用促進、魅力向上 
 

●民間企業等の様々な活動を支援 

・日本植物園協会「夢をとどける折鶴」プロジェクト 
・企業CSR活動の場の提供 
・公園で活動したい団体への支援の充実 
 
 
【右図】 
 夢の島公園・夢の島熱帯植物館の連携企業・団体 

     （３）民間企業等連携による社会貢献活動 

 誰もが利用しやすい公園づくり 

 誰もが熱帯植物について学べる場 

 民間企業等連携による社会貢献活動 

 防災機能の強化・充実 

 健康づくり活動の推進 

 
●あらゆる利用者へコミュニケーションを強化 

・多様な媒体を用い、情報発信をグローバル化 
・海外旅行者に向け日本をアピールする企画 
・対象別の利用促進方策の充実 
 
●サービス水準の向上 

・熱帯植物館のガイド機能の強化 
・海外旅行者向け対応研修の実施 
・「夢熱ボランティア会」の活躍推進 
 

（１）利用しやすい公園づくり 

●「おもてなし」環境整備 
 多言語化、ボランティア、施設改修、花壇の設置 

●スポーツ活動推進 
 スポーツイベントの実施、公園フィットネスの推進 

●オリンピック・パラリンピック気運の醸成 
 スポーツ観戦・応援推進、パラリンピック情報発信 

●利用者の安全・安心の確保 
 防犯性向上、急病人対応、災害対策 

●熱帯植物館の魅力発信 
 「いまだかつてない企画展示」、海外植物園連携 

 

オリンピック・パラリンピックを応援 ●管理運営の方針● 



 
●災害時に備えた備蓄と訓練の充実 

・緊急時対応資機材、災害備蓄品の配備 
・5種の緊急時対応訓練で様々な災害への備え 
 
●防災啓発活動の推進 

・自衛消防隊の活動推進 
・広域連携による合同防災訓練への積極参加 
・「防災フェスティバル」による地域への啓発 
 

（４）防災機能の強化・充実 

 
●健康増進活動のきっかけづくり 

・対象別のスポーツイベントを実施 
・公園フィットネス（ヨガ・ウォーク・ラン）の推進 
 
 
※公園で実施するスポーツイベントや健康増進活動
を継続し、「東京都スポーツ推進計画」の目標値で
ある「スポーツ実施率70％」以上を目指し、継続して
スポーツ推進に取り組みます。 
 

（５）健康づくり活動の推進 

指定管理者：アメニス夢の島グループ 

アメニス夢の島グループは、6社による共同事業体で、安定した管理運営を実現します。 

  
 

当団体の考える東京の公園づくり 

TOKYO PARK TRIP
-東京パークトリップ-人をつなぐ、世界をつなぐ、未来をつなぐ都立公園へ。

「公園を訪れ、何かを発見し、誰かと親しみ、緑や水に触れ、東京のひとときを楽しむ」という体験。 
それは旅に出た時の、感動と出会い、各々が過ごし方を見つけ、様々な人や物事と交差する感覚に
よく似ている、と私たちは考えています。 
今後、都民だけではなく、ますます国内外から多くのゲストを迎える東京。 
この、世界を代表する国際都市にある公園の現状をふまえつつ、私たちは指定管理者として、 
「TOKYO PARK TRIP」をキーワードに、小さな旅に出かける時のドキドキする気持ちやワクワク

する期待感をもって公園を訪ね、楽しんでいただける価値ある空間づくりを実現します。 

夢の島公園も「東京パークトリップ」の一翼を担う公園として、東京の将来に連なっていきます。 
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